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内 容 梗 概

日立製作所ではすでに関西電力株式会社にHX-3型およびHXC-2型クロスバー交換機を納入し,

以後1年半関西電力株式会社の保守のもとにきわめて順調に稼動し今日に至っている｡

守状況につきまとめたものである｡

〔Ⅰ〕緒

日立製作所ではさきに小容量共通制御式クロスバー自

動交換装置を,国産第1号機(日立名称技Ⅹ-3塾クロス

バー交換機)として昭和30年9月に関西電力株式会社姫

路火力発電所に納入したがその後さらに昭和31年秋に同

社八日市営業所にほぼ同容量のHXC-2型クロスバー交

換機を納入,いずれも好 のうちに半無人式運転を続け

今日に至っている｡現在クロスバー交換機の優秀性が注

目せられ実用化の機運が盛んで,すでに日本電信電話公

社を始め一般私設向用として広く利用せられているが上

記交換機はその先駆をなしている｡なお関西電力株式会

社,日立製作所両者において緊密な連絡をほかり製作お

よび保守を行ってきたので現在に至るまでほとんど事故

なく好成績のうちに運転を続けている｡この保守状況に

つき検

姫路発

を加え各位の御批判御指導を仰ぐ次第である｡

〔ⅠⅠ〕交換装置の概要

所既納の交換機についてはすでに本誌にその

機能および設計基準の詳紳を発表してあるが(1)(2),簡単

に要約すれは~F記のとおりである｡

(り 構 成

5架よりなりいずれも防塵用の裏戸,裏戸を有する自

立架である(弟l図)｡

301号架 加入者フレーム

371号架 レジスタ,コン1トロ-ラ,無線レビータ

372号架トランク,局線用発着レビータ,扱者呼

出回路

373号架 マーカ,マーカ 験回路

374号架 信号監視切替,レジスタ試験回路個別呼

出回路

(2)主要検器

クロスバースイッチ5個,双子接点水平形リレー800

*
関西電力株式会社

**
日立製作所戸塚工場

本報告はその保

第1図 関西電力姫路火力発電所既納

HX-3型 クロス′ミ一変換機

個,双子接点平形リレー160個

(3)中継方式

策2図に示すとおりである｡実装および容量を示せば

下記のとおり｡

加入者 甲加入者 実装30 容量30

乙加入者 実装20 容量20

内線接続回路 実装10 容量10

局線発着用レビータ 実装5 容量5

搬送回線用レビータ 実装6 容量6

個別呼出装置 実装2 容量2(1回線当り実装4

容量8)

扱者呼封装置

レジスタ

マ ー カ

実装2

実装3

常用1

また八日市営業所既納のものもほぼ同様であり,外観

は弟3図,中継方式図は第4図に示すとおりで

一般加入者回線数 50回線

局 線 5回線

自動式私設市外線 3回線
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第2図 HX-3塑 クロスバー交換機中継方式図

第3図 関西電力八日市営業所 HXC-2型

クロスバー交換機

第39巻 第9号
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加入者電話機

非接続加入者電話機

個別呼出回線加入者電話機

局線中継台用クロスバースイッチ

局線中継台

無線レビータ用附加継電器群
コン/†ローラ

空番号回路

自交本体用クロスバースイッチ
マーカ

局線用発着両用レビータ

扱者呼出回錆

個別呼出装置
レジスタ

試険函

接続回路

本配線盤

撫線用レビータ

加入者用継電器群

注:1.点線はテストおよぴコントロール線を示す

2.正規局線接続回路故障時OPC回路より
SU b甲に接続された時のみ扱者の手動操
作より接続される

磁石式私設市外線10回線

を有し完全密閉防塵型の日立架3架より栴成されてい

る｡

〔ⅠⅠⅠ〕保守 状 況

交換機の保守とは常に正常運転の状態を維持するよう

に監視し,また万一障告の発生した場合に可及的すみや

かにこれを正常に復させ以後の運転を円滑に行なわしめ

ることである｡そのためには

(1)保守以前の問題として交換機の品質がすぐれて

いて使用者側の使用目的に十分適うものであること,お

よび交換機室の構造が適正であって直射日光を受けず温

湿度がほぼ必要な範囲内にあり,また塵挨の発生したり

しないようにあらかじめ考慮しておくことが大一切であ

る｡これは特に製造者側と使用者側の事前の周到な準備

と協力によってほじめて可能である｡今回の場合は特に
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第4図 関西電力八日市営業所HXC-2型

クロスバー交換機中継方式図
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加入者電話機

局線非接続加入者電話機

スイッチ､加入者リレー群
試験箱
中継台

マ ー カ

レジスタ

搬送両方向レビーダ

接続回路

扱者呼出リレー群

局線両方向レビーク
リレーリ:/ク

クロスバースイッチ

主配線盤
空番弓･リレー群

磁石式私設椋用リレー群

注:1.ATTのAおよぴBほそれぞれ#109用ジ

ャックおよぴ110用ジャックを示す
2.本図において,-実線は接続線,破線は容

量分,1点鎖線は制御系統を示す
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半無人式のクロスバー交換機のモデルなので

守保の機換

で側

は十二分に検査を行い,かつまた出荷前にフィールドテ

スIを1箇月問実施し,また運搬による 度の狂い発生

の有無確認のため†ラックによる輸送などを実施して完

璧を期し,また使用者側としては姫路火力発電所の場合

を例にとれば交換機室を鉄筋コンクリート無窓にして空

気 節装置を設け,通信機根室をプレッシャライズする

など万全を期した｡また保守を簡便にするためには特に

意を用い最も複雑かつ重要なマーカ,レジスタなどの定

期点検のため簡単な擬似回路を用いた試鮫回路を 装し

て電鍵操作により点検を行いうるようにした｡策5図は

そのブロックダイヤグラムを示す｡すなわちマーカテス

ト,レジスタテストなどのうちマーカテストに例をとれ

ば,当該マーカ使用中でないことを確認して

(A)TS電鍵を倒す(障害状況を保持させる時はH

D電鍵も倒す)｡

(B)任意の加入者を仮定したらそれに対応する位置

を試験用コードで試験盤のSW,VG,VF,BT,

Cu,督ジャックに挿入してきめる｡

(C)IN,TR電鍵を倒す｡発信接続試験の時は,

IN,着信接続 鹸の時はTR電鍵を倒す｡

以上の操作を行ったのち,OKLランプ点火すれば試

験結果良好と認められ,もしOKLランプ点火せぬとき

は障害があるわけで障害位置をプログレスランプにより

読みとることができる｡なおマーカ,レジスタ,コン1､

ローラ,トランクなどの使用回数と障害累計数を表示で

きるように統計用度数計を備え,レジスタに例をとれば

レジスタ1回の動作によりそのPリレーが動作するので

Pリレーの接点で度数計を登算せしめることによりその

使用度数がわかる｡上記試験はマーカ,レジスタ単体に

つき約1分で本交換機としてほ5～6分で完了する｡

(2)使用開始後の保守としてほ交換機室の温 度の

管理を行い塵挨を除去し常に好ましい環境を維持すると

ともに定期的に試験を行うことが歳も重要な仕事であ

る｡ほかに万一障害の発生した場合にすみやかに修理し

再発防止のための原因を究明することも必要である｡

さて本クロスバー交換機はいずれも半無人用として製

作したものであるためその保守方法をどの程度にとどめ

るべきかが問題であるが大略下記のごとき計画のもとに

行うこととした｡すなわち

(A)塵挨管理,温湿度調節はできる限り好ましい状

態に保つこととし清掃は晦日400W電気掃除器で行

ない,一方温湿調整器を用い温湿度管理を行うこ

と｡

(B)定期試験はマーカ,レジスタ,コントローラ,1､

ランクなどにつき少なくとも毎月2回 劉備‖一鹸l

いて試験することとし,その要領は交換機の知識に

について(第1報〕 1025

(レッズク試験フロッククィアグラム)

注 障害はランプ表示ほよって明示す5.

第5図 マーカーテストのブロックダイヤグラム

乏しいものでも容易に りなく行いうるように試験

要領一覧を作成してありマーカテスト,レジスタテ

スト 各種リレーグループテス†,試鹸函によるテ

スI,電源関係テストなどに分けおのおの操作方法,

ランプ表示,および不良の場合の処置方法などを一

覧にしてある｡葬る図はその一例を示す｡そのはか

マーカ,レジスタ,コントローラに対しその使用度

数,障害度数をおのおの統計用度数計の読みから定

期的に記録し動作状態に異常なきや否やを調査す

る｡

(C)加入者からの障害申告などのいわゆる不定期障

害についてはそのたびに

現地で解決園

査の上処置することとし

な時に製造者側に連絡をとることと

した｡本交換機は工場で1箇月のフィールドテスト

を行って納入したので不定期障害はほとんどなく

(A),および(B)には1日または1月のうちわずか

の時間をさくのみで十分であとは無人で運転されて

いるので半無人式と称しうる｡なお使用開始後工場

から数帥こわたり現地に氾張し機器の稼動状況その

ほかの調査点検などを行い

上述の保守

絡を密にLている｡

〔ⅠⅤ〕保守成績について

画に基いて保守を行った結果はまず

(1)塵挨温湿度管月田こ関しては毎日400Wの電気掃

除器を用いて塵挨を吸収し,かつ月1回床面せ石鹸水に
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第6園 クロスバー交換機試験費網書の一部

より水洗後水性アスタイルワックスを塗布し塵挨の飛散

することを防いだ｡また姫路火力発電所の例では湿度調

卸こついては空調設備を常時運転させたことと発電所本

館内の一室のため全然日光の直射を受けることなく照明

は蛍光灯のみとしたためとにより湿度は40～60%,温

度15～30度に保持されほぼ満足すべき状態を持続今日に

至っている｡弟7固は温湿度管理の一例である｡
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(2)定期点検については月2回マーカ,

レジスタ,トランク,コン∵トローラなどの

試験をテストパネルについて行って今日ま

で全然異常を認めなかった｡

またマーカの使用回数ほ統計用度数計の

読みから求めることができ,姫路火力発電

所の場合第8図匿示すように無線回線を使

用前1日平均約1,000回,無線回線使用後

約2,000回であり,八日市営業所の場合は

弟9図匿示すとおり約釦0回である(マー

カ使用回数とは発信接続と着信接続の和を

表わし一接続当り内線接続の場合は2回,

無線回線接続の場合は1回動作する)｡

また姫路火力発電所について1日の接続

種別ごとの呼量を表したものを弟10図に,

またトラフィック調査の一例を弟1表に示

した｡

なお統計用度数計のアラーム表示は既

報(1)のようにマーカに例をとればマーカの

接続に要する時間が定められた一定値以上

になった場合｢タイムアウト｣と称しアラー

ム表示度数計を登算せしめるものである｡

したがって,たとえばマーカにおける接続

動作がある程度以上の段階に進んだ時その

呼が加入者により放棄されたような場合マ

ーカそれ自体にはなんら異常がないにもか

かわらず,マーカは以後の接続に要する情

報を加入者側からうることができないので

マーカの接続動作はその点で停止し障害の

時と同じ状態となり自動的に予備マーカへ

切替わり,マーカ使用度数が平均化される

ようになっている｡八日市営業所では31年12月から32年

3月まで事故皆無であり,姫路火力発電所においても30

年9月以降約1年半ほとんど事故なく交換機の動作は正

常である｡

(3)不定期障害については直接加入者のサービスに

影響をきたすものであり重要視しなければならないが八

日市営業所の場合32年3月まで 故なく,姫路火力発電

∬/勢 J 〝
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第7国 交換枚毒の温湿度状況の一例 昭和31年10月～32年1月

(姫 路 火 力 発 電
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第8図 各 装 置 の 使 用 回 数

(姫路 火 力 発電所)
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第9図 度用便カマ

日 営

数業

所の場合もクロスバー交換機笹起因しない2～3件の不

注意事故のみでありいずれも満足なサービスを提供して

いる｡

〔Ⅴ〕結 ⊂:コ

上述したところからクロスバー交換機は使用開始後今

日までほとんど事故なくきわめて満足なサービスを行つ

たと考えられ現在も好調のうちに稼動している｡本交換

機では加入者申告の障告がなかったために,定期試験と

マーカー,レジスタなどのアラーム 示回数の結果との

関連性を求めることが困難であったが,今後の方向とし

てアラーム表示回数がクロスバー交換機の品位に与える

一つの目安となるような基準を見出し保守側としてこの

基準をこえた場合積極的にその原因を調査することによ

り潜在する不定期障害の原因を未然に発見除去しうる方

向に進めなければならぬ｡

先にで
】

邑ふよとこのこ いてほクロスバー交換機

の保守基準を明確にし予防保全的障告の許容限度を規定

したところもあるので(3),われわれとしてもこれになら

nU
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第10図 1日における接続種別ごとの呼量

(昭和32年1月30日の調査)

(姫路火 力 発電所)

第1表 トラフィック調査の一例

(昭和31年11月8日)

って使用者側と製 省側との積極的協力によって今後各

所に続々と納入される交換機の成績に統計的検討を加え

によって明らかにして行きたい｡また元来半無人保

守を建前としているクロスバー交換機に使用者側として

どの程度の保守を必要とするかについても一定の規準

を定める事は使用者側製作者側の両者に必要なことであ

り,それについても上記の

りその解決が得られる

績を積み重ねてゆく事によ

ずる｡

終りに臨み本報告を作成するにあたり終始御指導を賜

わった日本電信電話公社をほじめ,関西電力株式会社日

立製作所関係各位に厚く感謝の意を表する｡
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鋳括みの研究(熱交換器の鋳括みについて)
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ラジオアイ ソトープ応用計器について

外注資金繰りの上手なやり方とその好例

ア メ リ カ 照 明 視 察 談

A.J.Grossman:"SynthesisofTschebycheff
Parameter SymmetricalFilters"IRE,

April1957の検討および設計例の紹介

工場におけるスタッフの職能と組織機構
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継 電 器 の 微 小 振 動 測 定 法

E23型中継器によるケーブルの周波数特性補
償法

平 衡 型 回 転 力 計

プラウソ管扇形走査指示法に関する一方式

設 計 の 原 価 統 制

膠質黒鉛の粒度と物理化学的諸性質

パラメータを座標軸とする自動制御系の図式
安定判別法(Ⅲ)

UCA-1超遠心機の原理構造について

洋銀線 の 曲 げ疲労試験につ い て

鉄 鋼 の ガス分析用酸化剤について
ニ
ッ ケ ル 合 金 の クリ ー プ 試:験

ニッケルの分析化学的研究(8～10報)
化学実験室に便利な新しい器具と操作(第3
報)

′ト型 回 転 式 重 油 炉 に
つ い て

メチルイソプロペニ/レケソトとスチレンの共
重合および共重合体の反応

ニッケルアルミニウム合金の機械的性質と電
気的性質について

ニッケルのクリ ープ(第1報二)(第2報)
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ミ ス タ 半導体の 安定度(1)

蛍 光 体 の Ⅹ 線 的 研 究 1

非線型演算器の原理と構造(その1)

過塩素酸-リソ酸法によるクロムの容量Box-
Wilson法による酸化条件の決定

木 炭 銑 の 共 晶 組 織
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金 自 鋳 鉄 の 熱 処 理(第二報)

反射塑クライストロソの共振器間隙の影響を
考慮した電子アドミタンスの解析

放 射 線 に 対 す る 高 分 子 の 個 性

ゲルマニウムの表面再結 速度の測定
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